
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本版個別援助付き雇用フィデリティ尺度 

および  

General Organisation Index  

 

 

  



 

 

 

目次 

 

 

A. 日本版援助付き雇用フィデリティ評価者のためのチェックリスト 

 

I. フィデリティ調査員の行動：      i 

 

II. 調査に必要なもの、評価の流れ、調査員の態度    ii 

 

III. 事前調査票３（利用者一覧）における対象者の例   iii 

 

 

 

 

 

 

B. 日本版個別援助付き雇用フィデリティ尺度および General Organisation Index 

 

フィデリティ＆GOI 項目       1 

 

General Organisation Index       2 

 

日本版個別援助付き雇用フィデリティ尺度     3 

 

スコアシート        22 

 

 

 

  



 

I. フィデリティ調査員の行動 

1.1 サイト訪問の前に 

□ マニュアルの確認と事前 MT 

 調査前に、本ファイルに目を通す。前日あるいは当日の朝に 15 分～30 分程度、調査員同士の MT を持つことが望まし

い。また、計算表（エクセルファイル・シート「得点入力」）に前回のフィデリティ評価の結果を入力しておく 

□ フィデリティ評価の時間割を作成する 

 サイトを訪問する前から訪問する時までのすべての必要な作業をピックアップし、フィデリティ評価の時間割を作成する。

たとえば、インタビューの日時をサイト側に確認するための電話も、時間割に含まれる。 

□ キーパーソンとの調整 

 プログラムの窓口担当者となってくれる人を設定する。その人がキーパーソンとなって、評価者の訪問をアレンジし、評価

の目的と範囲をプログラムスタッフに伝える。これは多くの場合、IPS のチームリーダーである。臨床家の忙しさに配慮し

て、あらかじめ充分にスケジュールを組んでおく方が丁寧である。 

□ 評価についての共通理解をサイト側と確認する。 

 フィデリティ評価チームはそれぞれのプログラムサイトに、フィデリティ評価の目標を伝えなければならない。また、評価報

告書を誰が見るか、プログラムサイトがその情報を受け取ることができるかどうか、どのような情報が提供されるのかについ

ても、プログラムサイトに伝えなければならない。フィデリティ評価が最も成功するのは、評価者とプログラムサイト側が、評

価の目標を「プログラムが EBP に従ってどのように進歩しているかを理解する」ことだと共通に認識している場合である。も

し管理者や実務スタッフが、よい評点を得られないために助成金を失ったり悪く見られたりすることを恐れているなら、デ

ータの正確さは低下してしまう。すべての立場の人々が、本当のことを知ることに関心を持つことが、最も望ましい。 

□ 事前に必要な情報を提示しておく 

 フィデリティ訪問のときに何が必要かを示す。評価の目的の他、どんな情報が必要か、誰と話す必要があるか、インタビュ

ーや訪問をするにはどれくらいの時間が必要か、を簡単に伝えておくことが必要だろう。チームリーダーに以下の情報を

あらかじめ可能な限り集めておいてもらえれば、フィデリティ訪問を非常に効率よく行うことができる。 

チームリーダーに下記の調査票を、メールで送付する 

事前調査票：機関の就労率 

        利用者一覧（過去 1年間に機関のサービスを利用した人：登録人数ではないので注意） 

就労先のリスト（前年度登録会社の中で就労した人を新しい順に 15人リストアップ） 

スタッフ配置（役割、常勤換算スタッフ数） 

 

□ 訪問中、チームミーティングを見学する可能性があることを担当者に伝える。 

 いつ訪問するかをスケジューリングする時に重要。 

□ 10 ケースの記録が必要であることを伝える。 

 下記に該当するケースの記録が必要である 

・記録グループ 1 （3ケース） 

①未就労、②過去 1年以内に登録、③利用後 3 ヶ月以上 

・記録グループ 2 （4ケース） 

①現在就労中、②過去 1年以内に登録、③就労期間 6 ヶ月以内 

・記録グループ 3 （3ケース） 

①現在就労中、②就労期間 6 ヶ月以上、③過去 1年以内に就労 

時間的効率を上げるためには、必要な記録グループを事前に伝える必要があるであろう 
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1.2 訪問中 

□ 訪問先の人が使っている用語を評価者も使う。 

 たとえばコンシューマーのことをメンバーと呼んでいたら、評価者もそう呼ぶ。臨床家のことを実践家と呼んでいたら、評価

者もそう呼ぶ。そうすることでコミュニケーションがスムーズになる。 

□ すべての関連プログラム名、総コンシューマー数、総臨床家数を記録する。 

 フィデリティは IPS としての活動についてのみ評価する。他のプログラムや支援と兼業しているスタッフがいる場合、IPS と

して勤務している時間数を可能な限り明確化する。 

□ 記録のランダムサンプルを入手する。10 ケースをランダムに選ぶ。 

 記録レビューを行うケースをランダムに選択する方法 

事前調査票のリスト（「利用者一覧」）における X, Y, Zに示される A（3名）, B（4名）, C（3名）から、該当するケースをラン

ダムで選ぶ 

ランダムでの選択の方法は、調査員の好きな数字をあげる等 

□ 情報の不一致についての確認 

 情報源によって得られた情報が異なる場合、その領域についての実施状況をより良く知るために、チームリーダーに質問

をする。できるだけ解決しておくこと。最もよくみられる乖離としては、チームリーダーへのインタビューの際、記録や観察

データが示しているよりも、チームの機能について理想的な答えをしてしまうということがある。このような乖離を理解し、解

決するためには次のような質問をするとよい。「私たちが記録をレビューしたところでは、オフィス内での支援が○％となっ

ています。しかしあなたの見積もりではそれは△％でした。この違いをどのように解釈されますか？」 

□ 欠損値の確認 

 帰る前に欠損値を確認する。訪問終了時に、できればチームリーダーと一緒に乖離を確認し、解決できるとよい。 

□ 評価の比較 

 複数の評価者が評価する場合、両者が独立に評価を行う。そして得点を比較し、合議によって評定を決める。 

□ 得点を記録 

 最終的な得点を計算シートにおける「得点入力」に記録する 

□ 暫定フィードバック・コンサルテーション 

 可能な限り、その日のうちに暫定的な結果についてフィードバックおよびコンサルテーションを実施する時間を

取る。結果については暫定的な結果であり、変更になる可能性があることを伝える。 

フィードバックの際には、計算シートにおける「フィードバック用図表」を用いる。フィードバックの際も GOI

等、特殊な用語は適宜言い換える。たとえば ES を就労支援員と呼んでいたら、評価者もそう呼ぶ。現行法制に

おける支援の制度的な限界（例：Ⅱ-1、2：地域事業所、Ⅰ-1：医療機関）を認識し、評価項目においては、各機

関が高得点をとりにくい項目があることを理解する。点数だけでなく、評価視点の変更点および評価の判断根拠

を文章で、フィードバック資料 (スライド) に記載する。 

 

1.3 訪問後 

□ 追加の情報収集 

 欠損値があったら、後日、追加で情報を集める。電話やメールなど。また、訪問が終了してから気付いた情報源間の乖離

について、チームリーダーと議論することも含まれる。 

□ フォローアップ・メールを送る 

 調査後、速やかに調査協力のお礼と、フィードバックで使用した図表や意見・感想をまとめた資料を事業所に送付する。 
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II. 調査に必要なもの、評価の流れ、調査員の態度 

2.1 持って行くもの 

□ 事前情報収集リスト 

 事前にメールで記入依頼をするが念のため持参 

□ GOI＆JIPS25 評価マニュアル 

 評価方法などを事前に確認する 

□ スコアシート（得点入力表） 

 得点入力表などの持参。PCでの持参があるとスムーズに調査が進む 

□ 機関リストなど 

 所在地・電話番号確認のため 

 

2.2.1 評価の流れ（1 日での調査） 

1) チームミーティングの観察 

2) チームリーダーからのオーバービュー説明 

3) 訪問同行、同行先での利用者・家族へのインタビュー（余裕があれば、各スタッフへのインタビュー） 

4) 臨床活動の記録の確認（余裕があれば、各スタッフへのインタビュー） 

5) 暫定フィードバックおよびコンサルテーション 

 

2.2.2 評価の流れ（2 日間での調査） 

1 日目 

1) 訪問同行、同行先での利用者・家族へのインタビュー（余裕があれば、各スタッフへのインタビュー） 

2) 臨床活動の記録の確認（余裕があれば、各スタッフへのインタビュー） 

2 日目 

3) チームミーティングの観察 

4) チームリーダーからのオーバービュー説明 

5) 暫定フィードバックおよびコンサルテーション 

 

3. 調査員の態度 

•関係作り・関係性を大切に！（臨床業務の忙しい中、時間を割いてくれていることに、感謝する） 

・通常業務の妨げにならないよう、注意を払う。 

•フィデリティをしっかり測ろう！と、意気込みすぎると、先方も評価されていることを必要以上に感じて

負担を感じやすくなる。厳密に調査することにエネルギーを費やし過ぎないようにする。 

•調査項目を埋めることよりも、チームのストレングスを見つけることにエネルギーをかける。 

•フィードバックの際にまで褒めることをとっておくのではなく、随時良いと思ったことは表現する。 

•「取調べ」調にならないように、相互のコミュニケーションを大切にする。 

•先方のニーズに応じて、コンサルテーションを行う。（わからないことは、後日フィードバックすること

を伝える）←先方チームの連絡窓口（担当者）を明確に。 

•「できていること」「今後の課題」を明確にして、伝える。 

•「課題」に関しての解決法をこちらからのみ伝えるのではなく、一緒に考えるスタンスで。 
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赤い部分がフィデリティ調査の対象ケース（サービス提供の定義） 

※サービス提供の定義：過去 1年に 3ヵ月以上約月 1回の対面コンタクト/週 1回以上の非対面コンタクト（電話・メール） 

                         

           
           

        
            

            
            

        

        

  

        

       

       

  

  

  

  

         

             
             

         

 

注意！ 

機関への「登録」では

なく「支援」の有無で

す 
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日本版援助付き雇用フィデリティ尺度および 

General Organisation Index 

 

項目 
 

0．General Organisation Index (GOI)
1. IPS 型就労  ８つの原則の周知 

2 理念の明文化 

3. IPS を必要としている  にサービスが行われている 

4. ES の就労  業務への専従性 

5. ケースマネージャーの生活  業務への専従性 

 

6. 全ての利用者について個別の  記録をつけている 

7. アウトカムモニタリングの実施 

8. フィデリティ調査の実施 

9. 研修を受ける体制 

10. 個別就労  のプログラムアシスタント 

 

Ⅰ．スタッフ配置
1. ケースロードの大き  

2. 就労  スペシャリスト 

3. 就労  スペシャリストの提供するサービス 

 

 

Ⅱ．組織
1. 精神保健  と就労  の統合 組織構造  

2. 精神保健  と就労  の統合 連携の質  

3. 就労  スペシャリストと職業リハビリテーション 

における  スタッフとの連携 

4. 就労  ユニット 就労  スペシャリストのチーム  

 

 

5. 就労  ユニットのスーパーバイザーの役割 

6. 除 基準なし 

7. 機関が一丸となって利用者の一般雇用実現に重点的に 

取り組む 

8. 経営陣が 助付き雇用を  する 

 

Ⅲ．サービス
1. 社会保障に関する個別相談を提供する 

2 障害の開示 

3. 職業的アセスメント 

4. 一般雇用のための迅速な求職活動 

5. 個別化 れた求職活動 

6. 職場開拓‐頻繁な雇用担当窓口 ハローワーク 

や企業担当者 とのコンタクト 

7. 職場開拓‐雇用主 企業担当者 とのコンタクトの質 

 

8. 職場開拓の多様性 

9. 雇用主の多様性 

10. 一般雇用 

11. 個別 れた継続   

12. 期限のない継続   

13. 地域ベースのサービス 

14. コンタクトが取れなくなった利用者へのアプローチ 
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調査当日 事前調査票を電子ファイルで受け取った際の作業 

 

 

1. フィデリティ調査を受ける施設の担当者から、「JiSEF 事前調査票_計算シート」を受け取る 

 

 

2. 「JiSEF 事前調査票_計算シート」を開き、下記の点に不備がないかを確認する 

 

 ) 「   」タブ 、        が 力され    ？ 

 

 ) 「     機関   率」タブ み ； 

- 灰色部分 必要な数値が 角で 力され    、「？」など  号が 力され  な  ？ 

-   率  マ   み 、B-   B-     、登録 以上    数が な  ？ 

-   率  マ   み 、B-4   B-     、数値が    % 越え  な  ？ 

 

 ) 「     直近      ト」タブ み ； 

-   ト   人数が、「     機関   率」 B  人数 超え  な  ？ 

※「     直近      ト」タブ 上部 薄赤色セル 、B  値が表示  

 

4) 「      タッ 配置」タブ み ； 

- A-I     、適切   され    ？ 

- D-I     、数値が 角で 力され    、「？」など  号が 力され  な  ？ 

 

 ) 「   4      」タブ み ； 

- A-G     、適切   され    ？ 

- C,D,F     、必要な数値が 角で 力され    、「？」など  号が 力され  な  ？ 

- E,F     、 角で  され  り、「YYYY/MM/DD」 形で  され    ？ 

- タブ上部 金色セル 、        が反映さ    ？ 

- C,D上部 、合計人数が計算され    ？ 緑色セル  

- X-Z     、「A」「B」「C」など  号が適切 表示され    ？ 

 

 

3. 不明な場合は、いつでも山口までご連絡ください。 
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General Organisation Index 

  本版個別 助付き雇  組織枠組み  

 項目 情報源 選択肢 

G  

 

IPS型    ８  原則 周知 
機関 責任 は全職員 IPS 型     ８  原則    、資
料等 手渡   周知    。 

管理 ・ES 
インタ ュ  
見学 

い
る 

い
な
い 

G  

そこで  され   が、 カバ  志向、 トレング 志向であ こと 
含んだ明文化され 理念があ 。 
※ 業所内 理念 反映  掲示物でもOK 

管理 ・ES 
インタ ュ / 
見学 

あ
る 

な
い 

G  

IPS  必要と           が行われ    
個別     受    人 7 %以上は精神障害 持 人々で
あ 。 

      
 計算シ ト    

あ
る 

な
い 

G4 

ES      業務へ 専従性 
精神障害  個別      業務 従 す 常勤  専従 職
員が  名以上  。 
常勤＝週   時間以上勤務/専従＝勤務時間 週   時間以上
 7 %以上       関す 業務 充          
関連す ミ   ングは含まれ   

      
 

 計算シ ト    

し
て
い
る 

し
て
い
な
い 

G  

   マネ ジャ  生活  業務へ 専従性 
精神障害  個別 生活   業務 従 す 常勤  専従 職
員が  名以上  。 
常勤＝週   時間以上勤務/専従＝勤務時間 週   時間以上
 7 %以上  生活   関す 業務 充          
関連す ミ   ング含む  

      
 

 計算シ ト    

い
る 

い
な
い 

G6 全         個別  々    録       
   録  
閲  

い
る 

い
な
い 

G7 

アウトカムモニタ ング    
6 ヵ   回以上アウトカムモニタ ングが  され  り、結果がチ ム
 よび機関 な で共有され   。 
※アウトカムモニタ グ表 機関    数等  録  書類 があ 
 確認す  

管理 ・ES 
インタ ュ  

い
る 

い
な
い 

G8 

            
    回以上、外部 評価  よ         が  され  
り、結果がチ ム よび機関 な で共有され   。 

管理 ・ES 
インタ ュ  

い
る 

い
な
い 

G  

研修 受  体制が整っ    
    回以上、8 %以上  タッ が外部あ  は外部講師 招 
       関す 研修 参加    。 

管理 ・ES 
インタ ュ  

い
る 

い
な
い 

G   

個別     プログラムアシ タント 
    部門 直接       携わ な  務員など アシ タ
ントが常勤換算で  名  。 常勤換算  人＝週   時間  

      
 

 計算シ ト    

い
る 

い
な
い 

合計点数  点 
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－Ⅰ．スタッフ配置－ 

 

 

 

 

  

I-1    ロ ド 大きさ 

     ペシャ  ト 1人  き   は; 

41人以上 31～40人 26～30人 21～25人 20人以  

1 2 3 4 5 

 タンダ ド 

     ペシャ  トは個別    ロ ド 持 常勤換算*      ペシャ  ト 人  き、

最大 20名まで     担当す 。 

*「常勤換算」35時間＝1人で、精神 エ ォ ト率 掛   

情報源 ・      「   3  タッ 配置」 よび「   4      」 インタ ュ 不要  

評価ガイド 
「JiSEF     _計算シ ト」→「計算シ ト 1      」タブ→「計算結果」→「I-1)」 

→「      得点」 赤色セル  得点表示 

I-2      ペシャ  ト 

     ペシャ  トが精神障害       関わ 時間は勤務時間 ; 

6 %未満 6 ～74% 7 ～8 %   ～  %  6%以上 

1 2 3 4 5 

 タンダ ド 精神障害    や  継続 関わ      み   す 。 

情報源 ・      「   3  タッ 配置」 インタ ュ 不要  

評価ガイド 
「JiSEF     _計算シ ト」→「計算シ ト 1      」タブ→「計算結果」→「I-2)」 

→「      得点」 赤色セル  得点表示 
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I-3      ペシャ  ト 

     ペシャ  ト   す     は； 

     ペシャ  ト

は単 ハロ ワ クや職

業センタ へ 紹介だ 

 行う 

     ペシャ  ト

は    受 持っ 

  も  、他 機関

   障害   ・

生活  センタ や B

型等       

    紹介す  

※  ⅰ～ⅵ うち    

     ペシャ  ト

は        ⅰ

～ⅵ 内 4 は行っ 

   

     ペシャ  ト

は        ⅰ

～ⅵ 内   は行っ 

   

     ペシャ  ト

は        ⅰ

～ⅵ 内、全 行っ 

   

1 2 3 4 5 

 タンダ ド 

それぞれ      ペシャ  トが、関係づくり ほ 、      行う 

□ ⅰ. イン  ク 

□ ⅱ. アセ メント  トレング 、 キル、職歴等  

□ ⅲ.  職活動      履歴書 書き方や ジネ マナ 等 指導やハロ ワ ク等へ 同行 

□ ⅳ. 職場開拓 

□ ⅴ. ジョブコ チ等  職後 継続   

□ ⅵ        卒業   ップダウン ・本人   ップアップ 転職  向    や他   

機関    向     

情報源 
・     ペシャ  トへ インタ ュ  → 得点 1 or 2  判断 インタ ュ 必要  

・   録等 → 得点 3 or 4 or 5  判断 

評価ガイド 

上 、      得点 3 or 4 or 5  判断    ； 

①10       録  、ⅰ～ⅵ   状況 確認 

 イン  ク/アセ メント/ 活  /職場開拓    3   、  後 6 ヵ 以内 4     

 継続  /卒業   後 6 ヵ 以内 4   、  後 6 ヵ 以上 3     

②「JiSEF     _計算シ ト」→「計算シ ト 2    録等」タブ→「I-3)」 灰色セル 、i～

vi     、「0」「1」で 力 

→ それぞれ 項目    、あ /   「1」、な /未   「0」 

③タブ右側 計算結果       得点 み  赤色セル  

※      得点 1 or 2はインタ ュ   判断 

※      得点 3～5は計算シ ト  判断 
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－Ⅱ．組織－ 

Ⅱ-1 精神保健  と     統合 組織構造  

機関内 ｹｰｽﾏﾈｰｼﾞｬｰ

が な ／     

ペシャ  トが生活  

も行っ    

同 機関内 ｹｰｽﾏﾈｰ

ｼﾞｬｰと     ペシ

ャ  トが  が定 的

なミ   ング 機会 

もっ  な  

ｹｰｽﾏﾈｰｼﾞｬｰと   

  ペシャ  トは  

       関連

   面で定 的 ミ

   ング 行うがそれ

は月に 1 回程度であ  

ｹｰｽﾏﾈｰｼﾞｬｰと   

  ペシャ  トは  

       関連

   面で定 的 ミ

   ング 行うがそれ

は月に 2～3 回であ  

ｹｰｽﾏﾈｰｼﾞｬｰと   

  ペシャ  トは  

       関連

   面で週に 1 回以

上はミ   ング 行う 

1 2 3 4 5 

 タンダ ド 

・機関 は 人       す      ペシャ  トと担当   マネ ジャ が   

・     ペシャ  トと   マネ ジャ は同 機関 所属     

・     ペシャ  トと   マネ ジャ はチ ムとなり  や継続 関す    行う 

※   マネ ジャ  定義は「標準モ ル」p2(2)  述があ と り。 

情報源 ・管理 へ インタ ュ  

評価ガイド 

 質問   

※立ち話や 録  なが  会話は、ミ   ングと  扱わな  

※ES がケースマネージャーを兼任している場合あるいは不在の場合は、得点は「1」 

⇒ 生活支援を専任とするスタッフがいる必要あり（GOI No.5 参照） 

※GOI No.5 厳しい基準であることから、ES を兼任してない生活支援専門のケースマネージャーがおり、 

勤務時間の 70%程度を生活支援に費やしているケースマネージャーがいれば評価対象    

 質問   

・「   マネ ジャ と     ペシャ  トは別  タッ です ？」 

・「   マネ ジャ と     ペシャ  ト  面で MT  頻 は？」 
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II-2 精神保健  と     統合 連携 質  

 タンダ ドで挙げ れ 4  項目 ⅰ～ⅳ     ； 

全く該当 な    該当す    該当す    該当す  4  該当す  

1 2 3 4 5 

 タンダ ド 

□ⅰ.    マネ ジャ は、   が  す こと 意義    理解   り、それ 表明     

□ⅱ.      ペシャ  トと   マネ ジャ は      や  継続    話 合う め

週 1回以上は 面でミ   ング 行っ   。     80%以上        

□ⅲ.    マネ ジャ は、      や  継続 貢献す  め医療的側面 鑑み 生活 

  包括的 行う。     80%以上        

□ⅳ．   マネ ジャ と     ペシャ  トは、      や  継続 関わ  整  

め、    通院す 精神科 医師やソ シャルワ カ と、    通院同行や ア会議な

ど 通  連携す 。     80%以上        

情報源 ・管理 へ インタ ュ  

評価ガイド 

 質問   

※立ち話や 録  なが  会話は、ミ   ングと  扱わな  

※ES がケースマネージャーを兼任している場合あるいは不在の場合は、得点は「1」 

⇒ 生活支援を専任とするスタッフがいる必要あり（GOI No.5 参照） 

※GOI No.5 厳しい基準であることから、ES を兼任してない生活支援専門のケースマネージャーがおり、 

勤務時間の 70%程度を生活支援に費やしているケースマネージャーがいれば評価対象  

 質問   

・「   マネ ジャ は     ペシャ  トと情報交換  め ミ   ング 頻 は？」 

・「      や継続  め 、   マネ ジャ はど ような      ます ？」 
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II- 3      ペシャ  トと職業 ハ    ション       タッ と 連携 

     ペシャ  トが

  機関 担当  コンタ

クト 取  は 3 ヵ月に 

1 回以下であ 。ま は、

全くコンタクトを取らない 

     ペシャ  トが

  機関 担当  コンタ

クト 取  は 3 ヵ月に 

1 回以上であ  

     ペシャ  トは

  機関 担当  毎月

コンタクト と 。 

     ペシャ  トは

  機関 担当 と少なく

とも 3 ヵ月に 1 回は対面

でミーティング 行う。も く

は毎週、電話やメールでコ

ンタクトをとる 

     ペシャ  トは

  機関 担当 と 1 ヵ

月に 1 回は対面ミーティン

グ 行っ  り、  、毎

週、電話やメールでコンタ

クトをとる 

1 2 3 4 5 

 タンダ ド 

個々の     ペシャ  トは、       関連  情報交換や新規     紹介 得

  め 、ハロ ワ ク、障害  業・生活  センタ 、障害 職業センタ など、他     機

関とも情報交換等、頻繁 コンタクト 電話、メ ル、 面  と 。 

情報源 ・管理 へ インタ ュ     録参照  

評価ガイド 

 質問   

※各 ES がどのくらい職リハのスタッフとコンタクトをとっているかを質問しており、機関全体ではない 

 質問   

・「それぞれ      ペシャ  トは、ど く   頻 で、他     機関とコンタクト とっ  ま

す ？コンタクトは定 的なも です ？」 

・「ど ような方法でコンタクト とっ  ます ？」 

 

II- 4  就労支援ユニット（就労支援スペシャリストのチーム） 

   回以上 、

  パ バイザ  

よっ 推進され ユ

ニットミーティング

がない 

月に 1 回以上、 

 パ バイザ  よ

っ 推進され ユニ

ットミーティングを

行っている 

月に 1 回以上、  パ 

バイザ  よっ 推進され

 ユニットミ   ング 行

っ   。そ  、そこでは

IPS8 原則 基づ  グ

ループスーパービジョンが

行われ    

月に 1 回以上、  パ バイザ  よ

っ 推進され ユニットミ   ング 行

っ   。そこでは IPS8 原則 基づ

  ｸﾞﾙｰﾌﾟｽｰﾊﾟｰﾋﾞｼﾞｮﾝが行われ 

  。ユニット ES は必要 応じ お

互いのケースロードをカバーし合う 

週に 1 回以上、  パ バイザ  よ

っ 推進され ユニットミ   ング 行

っ   。そこでは IPS8原則 基づ 

 ｸﾞﾙｰﾌﾟｽｰﾊﾟｰﾋﾞｼﾞｮﾝが行われ  

 。ユニット ES は必要 応じ お互

いのケースロードをカバーし合う 

1 2 3 4 5 

 タンダ ド 

同じ機関 所属す 、2 人以上 常勤      ペシャ  トが、    ユニット 形成    。

１  ユニット は 1 人のスーパーバイザーが  。彼 は毎週、    関す   パ  ジョン的なミ  

 ング もち、  方法 確認  り、求人情報 共有  りす 。彼 は必要 応じ  互     ロ ド

 カバ す 。1機関      ペシャ  トが 1名だ  場合は、近隣 地域 あ 他機関    

 ユニット    、他機関      ペシャ  トとユニット 組む（その場合、フィデリティ得点は

「1」）。こ 場合は、     ペシャ  ト間    ロ ド カバ はな が、グル プ  パ  ジョン 

よ   方法 振り返りや  方法     アイ ア 交換 よび求人情報 共有が行われ 。 

情報源 ・管理 と     ペシャ  トへ インタ ュ  

評価ガイド 

 質問   

※スーパーバイザーが同一機関にいない、2 名以上の ES が機関にいない場合、得点は「1」 

※ユニットミーティング/スーパーバイズは専用の時間と場所を設けたものだけを指す。 

※スーパーバイザーは「現在」ES である必要ない 

 質問   

・「SV 含め ユニットミ   ング 最後      は  です ？そ 頻 は？」 

・「IPS モ ル 基づ  SVです ？」 

・「ユニットミ   ング 中で、 互     ロ ド カバ    ます ？」 
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II-5     ユニット   パ バイザ  役割 

 タンダ ドで挙げ れ 5項目 ⅰ～ⅴ     ； 

該当が  項目以    該当す    該当す  4  該当す    該当す  

1 2 3 4 5 

 タンダ ド 

  パ バイザ は    ユニット 指揮す 。     ペシャ  ト  キルは、成果 基づ  

  パ  ジョン 通  発展 、改善され 。 

 

  パ バイザ  役割と  は、以  5項目があ   

□ ⅰ. 常勤   パ バイザ が 1名 り、10人以       ペシャ  ト    管理・教

育・ ポ ト 責任 負っ   。 

□ ⅱ.   パ バイザ は     職状況 毎週確認 、     ペシャ  トが    績

 改善す  め 目標 立    助  。 

□ ⅲ. 少なくとも 1回以上 個別ま はグル プ  パ  ジョン 行 、     ペシャ  トと

とも      職や継続 役立 新 な方法やアイ ア 確認す 。 

□ ⅳ. 新人も くは   困難 感じ        ペシャ  ト 同行 、 地で観察、モ  ン

グ、 キル 関す    ドバック 行う。 

□ ⅴ.   パ バイザ は地域 精神医療保健福祉機関とネットワ ク  くり、各機関    理

解 あ  タッ と協力 、他  タッ が、精神障害 も 人々  カバ   とっ   が重要

であ こと 理解でき よう啓発す 活動 行う。 

情報源 ・  パ バイザ と     ペシャ  トへ インタ ュ  

評価ガイド 

 質問   

 質問   

・「 業所内 、常勤 SVerは ます ？」 

・「SVer が担当す ES  人数は何人です ？」 

・「SVer   業所内外    役割や具体的な SV 方法 教え くださ 」 

・「SVerは各 ES    状況 ど よう 把握   ます ？」 



 

10 

 

 

II- 6 除外基準な  

評価ガイド チェックボック     (a～e)；  

a  チェックが く 
b   e まで   以上

チェックが く 

b   e まで   以上

チェックが く 

b   e まで   以上

チェックが く 

a   e まで チェック 

 な  

1 2 3 4 5 

 タンダ ド 

・意欲 強弱 関わ ず働くこと 興味があ すべ    希望 は、職業準備性 要因、物質乱

 、精神症状、暴力行為 履歴、認知機能障害、治療 遵守 な ことなど 関係なく、     

アクセ でき 。これ は、   過程    も同様であ 。 

・     ペシャ  トは、    過去 退職 理由や職歴 数   わ ず、ひと  仕 が終

了   、次 仕  関  も     す 。 

・外部 職業 ハ    ション よ 審 基準    、  希望 が    外と判断され と  

も、IPS  機関は、そ   結果 よ ず     す 。  希望 は、公式 あ  は非公

式 排除されな 。 

情報源 
・管理 へ インタ ュ  

・  a    、  希望 や外部向  パン レット等 優先  

評価ガイド 

 質問   

□ a. 職業準備性 関連  明文化され 正式な登録 加  基準があ  

あ  は内部ル ルがあ  a にチェックがついた時点で、フィデリティ得点は「1」  

 

b.本人 「働き  」と う言明があっ も、      開始    、 

次 項目該当  受  れな ことがあ   

□犯罪歴や暴力行為 履歴があ  □アルコ ルや物質依存 既往歴があ  

□通所が難   □病識がな  □薬物治療 遵守   な  

□症状が重 ことや認知機能障害があ こと □  意欲が不安定 

□外部機関* アセ メントで  が無理と判断され 人 

 

c.  際  職活動    、   人は改善され まで 職活動ができな  

□通所が難   □病識がな  □薬物治療 遵守   な  

□症状が重 ことや認知機能障害があ こと □  意欲が不安定 

 

□ d.    が仕  退職  際、理由 よっ は再 職      な  

 

□ e. 障害 手帳 所持   とす  

 

*外部機関 定義 ハロ ワ ク、職業センタ 、障害  業・生活  センタ など 

 

 質問   

・「○○があ 人は  できな など 基準はあります ？」 

・「    準備性    求め などがありま   、教え くださ 」 

・「    週当り    数など求め  ま   、教え くださ 」 
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II-7 機関が 丸となっ      般雇  現 重点的 取り組む 

 タンダ ドで挙げ れ 5項目 ⅰ～ⅴ     ； 

該当が  項目以    該当す    該当す  4  該当す    該当す  

1 2 3 4 5 

 タンダ ド 

機関は複数 方法 通      「 般雇 」 Ⅲ-10参照  促進す 。 

□ i.    と イン  ク は「 般雇 」 興味があ       質問が含まれ   。 

□ⅱ. 関 は、  や IPS型         関す 文書 よ 掲示物があ    パン レット、掲示

板、ポ タ   

□ ⅲ. 機関は、特 重 精神疾患 もっ 人    力  れ  70%以上 （計算シート 1） 

□ ⅳ. 機関は、   が仕      話    仕  見   職   、今ど よう 働     、働き

始め    ことなど  他    や タッ と共有でき よう  す    雇 案内イベントやピア

 ポ トグル プで 発表や機関 ニュ  レタ 等   と  掲 す など  

□ⅴ. 機関は、 般雇 率        登録     雇 率＝「   数」÷「  内 IPS  

へ 登録    人  測定 、そ 情報 機関や法人 上層部や タッ と共有す  

情報源 

・      「   4      」→ iii 状況 判断 

・管理 と タッ へ インタ ュ  インタ ュ 必要  

・掲示物 閲  

評価ガイド 

 質問   

※上 ⅲ 計算     

「JiSEF     _計算シ ト」→「計算シ ト 1      」タブ→「計算結果」→「II-7-ⅲ)」 

→「      得点」 赤色セル  得点表示 

 質問   

・「     般雇 へ 関心 高め  め 工夫はあります ？」 

・「 業所 活動 法人 運営メンバ や理 会等と共有   ます ？、ど ような方法で行っ  ます ？」 

 

 

II-8 経営陣が 助付き雇    す  

 タンダ ドで挙げ れ 5項目 ⅰ～ⅴ     ； 

該当が  項目以    該当す    該当す  4  該当す    該当す  

1 2 3 4 5 

 タンダ ド 

機関も くは法人 経営陣チ ムメンバ    理 長、役員、理 、院長など が、IPS型  

     と継続 関    す 。経営陣チ ム 5   重要な要素 すべ が行われ   。 

□ ⅰ．科学的根拠 基づく IPS型  へ 理解があ  

□ ⅱ．         受   

□ ⅲ．       結果と  率 績 結果 照  合わせ 問題 明確 す  

□ ⅳ．高   率と       あげ  め 改善・努力計画     

□ ⅴ．ⅳ 計画  行す  

情報源 ・管理 と タッ へ インタ ュ  

評価ガイド 

 質問   

・「機関も くは法人 経営陣チ ムメンバ が、 業所 活動や EBP    理解や      ま

す ？それはど ような形であ われ  ます ？」 
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－Ⅲ．サービス－ 
 

III-  社会保障 関す 個別相談   す  

評価ガイド チェックボック  a～d     ； 

チェックが  な  
a   d まで 

  チェックが く 

a   d まで 

  チェックが く 

a   d まで 

  チェックが く 

a   d まで 

4  チェックが く 

1 2 3 4 5 

 タンダ ド 

・IPS型    では、すべ     が、新  仕  始め   、個別 経済的な計画 得  め 

   受  ことができ 。ま 、   が勤務時間や給与 変化    意思決定 す 必要があ 

際 、経済的計画    受  ことができ 。 

・     ペシャ  トも くは   マネ ジャ は、   関連す 福 厚生、生活保護、児童扶養

手当、自立  医療、障害 金、他 収 源等     説明とそれ が、総収  ど 程 影響す

  説明す 。あ  は、説明でき 担当  確   なぐ。 

情報源 ・管理 と     ペシャ  トへ インタ ュ  

評価ガイド 

 質問   

 

□ a. 機関 内部 社会保障 関す カウンセ ング でき 専門家*が   あ  は 頃  連絡 

取れ 外部 専門家*が   。 

 

□ b.    開始    、必要であれば全員が社会保障 関す 専門家* 個別相談 受  れ 。 

 

□ c.  職先     働 数や時間 増やすと う意志決定 す 際、昇格、退職、転職等 伴う変

化 時     、経済計画 関す 個別化され 専門家* よ カウンセ ングが行われ   /行

うよう     。 

 

□ d. 個人 経済計画 関す  録表 (   録とは別 独立 書式) があ 。 

 

*専門家 定義  

ソ シャルワ カ  MSW、PSW や、社 士、行政  ペシャ  トなどで  と社会保障 関す 知

識と経験 あ 人 

 

 質問   

・「       開始時や    後で、    所得保障や生活・福 厚生     相談や  

 行う専門家が ます ？」 

・「彼 は具体的 ど ような    ます ？」 
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III-2 障害 開示 

 タンダ ドで挙げ れ 4項目 ⅰ～ⅳ     ； 

該当項目な    該当す    該当す    該当す  4  該当す  

1 2 3 4 5 

 タンダ ド 

求職活動 際  、     ペシャ  トは障害があ こと 開示・非開示     客観的な情報 

       、   本人が決定でき よう  す 。 

 

□ ⅰ．     ペシャ  トは、       、職場で 障害 開示    条件と  求めな 。 

□ ⅱ．     ペシャ  トは、   が職場で障害 開示す   開示す ことで起こりう 状況 

   と個別 話 合う。     ペシャ  トは   が職場で障害 開示す こと より、

   が雇 主と 交渉等で担え 役割    説明す 。 

□ ⅲ．     ペシャ  トは、開示す 具体的な情報   精神保健福祉    受    こ

と、精神障害があ こと、長  渡っ 無職であっ ことなど     個別 話 合 、雇 主 

ど よう 伝え        す 。 

□ ⅳ．     ペシャ  トは、  な ず障害 開示／非開示    継続的 話 合 、そ 

時々 よっ     開示状況     好み 確認す    も    が 2 ヵ  っ も

     な 場合、   が仕 で 困難 訴え とき 。  

情報源 ・     ペシャ  トと タッ へ インタ ュ  

評価ガイド 

 質問   

 質問   

・「    障害 開示/非開示     情報  や 方法や      、工夫や具体的な方法があ

れば、教え くださ 。」 

・「    障害 開示/非開示    、   と話 合う機会は  です ？」 

・「クロ ズ 希望す    が  場合、こ  業所    受  時 具体的なメ ットはど ようなこと

です ？メ ット     明確 伝え  ます ？」 

・「クロ ズで  す     ど ような      ます ？」 
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III-   継続的な職業的アセ メント 

 職活動   、標準化

され 検 、知能検 、ワ

 ク ンプルなど 基づく職

業的評価 み 行う。ま 

は 録がな 。 

 

 機能や症状、職業/作

業能力など     職業

準備性 アセ メント 就

労支援前 行なう みで、

   通じ 継続的な他

 アセ メント  な   

職業的アセ メントは 職

  習、ボラン  ア、作業

所    作業など 通 

 段階的 行われ 。 体

験 な で評価と う意

味  

 

 機関は一般雇用に向け

た就職活動を行なうにあた

り、就労プログラム、作業

練習や実習、ボランティア

活動への参加を前提と  

 り、それ  活動 通 

 、アセ メント す  

     ペシャ  トは、

直接、   が 般雇 

    よう   す 。 

だ 、    興味、経験

や トレング  体系だっ 

アセ メント     ず、ま

 、これまで 教訓とな よ

うな失職     分析も

   な 。 

職業的アセ メントは興味

や トレング  見    

め 複数回 セッション 通

  行う。     ペシャ

  トは   がそれぞれ 

職業経験  学べ よう

 、失業や仕 上 問題と

成功    振り返 よう

促す。 だ 、  チ ムは

これ  教訓 職業プロ  

 ル  録   な 。職

業アセスメントシート（プ

ロフィール：職歴・経験年

数・資格・スキルなど）は

内容変更時に更新されて

いないことがある。 

職業的アセ メントは、複

数回 渡り行われ、   

 好み、経験、 キル、 ト

レング などは職業プロ  

 ル  録され   。 

    ペシャ  トは、 

  がそれぞれ 職業経

験  学べ よう、失業や

仕 上 問題や成功  

  振り返 よう促す 、こ

う  教訓も職業プロ   

ル  録され   。この職

業アセスメント（プロフィー

ル：職歴・経験年数・資

格・スキルなど）は求職活

動で活用されており、内容

変更時に必ず更新されて

いる。 

1 2 3 4 5 

 タンダ ド 

・初  アセ メントは、複数回 渡っ 行われ、 般      職業経験 情報ととも 更新され 。 

・    好み、経験、特技、 トレング 、個人的な交流、など 情報 含む職業アセ メントシ ト

 職業プロ   ル は、新 な仕  経験ととも 随時更新され 。 

・職業的アセ メント 進めなが 、    住居等 環境的アセ メントも同時 行う。 

・情報源は、   自身、  チ ム、臨床 録、    許可があれば家族や以  雇 主   

も  含む。 ＊ 習     明確な    希望があれば別だが、基本的 はアセ メント  め

  習     な 。  

情報源 
・     ペシャ  トと タッ へ インタ ュ  

・   録 参照  項目等 見  

評価ガイド 

 質問   

※インタ ュ 内容と 際  録 内容 相違があれば、 録 参照後 追加  尋ね 。 

※「就労プログラム作業練習や実習、ボランティア活動への参加を前提としている」場合は、得点は「2」

以下 

※アセスメントシートがない場合は、フィデリティ得点「1」 

 

 質問   

・「職業アセ メント  め 、  プログラム 参加など 義務づ   ます ？」 

・「職業アセ メントシ トはど ようなも   使 です ？」 

・「職業アセ メントシ ト   す 情報はどこ  得 れます ？」 

・「職業アセ メントシ トは、ど く   頻 で改訂・更新されます ？」 

次ページに対応する IPS-25 の項目があります。 
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III-4  般雇   め 迅速な求職活動 

雇 担当窓口と 最初 接触が、平均  ； 

 ヵ 以上後 

 ま は 録がな   
 ヵ 以上 ヵ 未満  ヵ 以上 ヵ   ヵ 以上 ヵ 未満  ヵ 未満 

1 2 3 4 5 

 タンダ ド 
   あ  は     ペシャ  トが 般雇     雇 担当窓口 ハロ ワ ク、企業、 

業主など と最初 直接接触す  は、IPS型    参加後３０ 以内であ 。 

情報源 ・     「   4      」、   録 優先  インタ ュ 不要  

評価ガイド 

 質問   

   受    1 ヵ 以上    さん    録 見  7      

    3   、  後 6 ヵ 以内 4     

①「JiSEF     _計算シ ト」→「計算シ ト 2    録等」タブ→「Ⅲ-4)」 灰色セル ； 

- 「   4      」  各    登録 /  開始   力 

-    録  初め ハロ ワ クや  面接 行っ    力 

②タブ右側 計算結果       得点 み  赤色セル  

 

III-5 個別化され 求職活動 

① アプラン/    プランと②アセ メント 好み、 トレング 、職歴等  内容 基づ    割合は； 

  %未満   ～4 %   ～74% 7 ～8 %   %以上 

1 2 3 4 5 

 タンダ ド 

・     ペシャ  トは、求人 すなわち、すぐ   でき 仕   優先させ  ではなく、   

 好み それぞれ 個人が楽 むことや彼  目標 関連す  やニ ズ 経験、能力、症状、健康

など  基づき、仕 と 良 マッチング 行う め 、 業主や雇 担当窓口と交渉す 。 

・個別 求職計画は、アセ メント／職業プロ   ルや新 な仕 ／職業訓練など 経験   情報と

とも 作 れ、更新され 。 ＊ 習     明確な    希望があれば別だが、基本的 はア

セ メント  め  習     な 。  

情報源 ・   録等 インタ ュ 不要  

評価ガイド 

 質問   

   受    1 ヵ 以上    さん    録 見  10       

    3   、  後 6 ヵ 以内 4   、  後 6 ヵ 以上 3     

①10    アセ メントと 1 以内  アプラン/    プラン 内容 見比べ  

②アセ メント 書 れ     好みやニ ズ 基づ    計画が立  れ     確認す  

③「JiSEF     _計算シ ト」→「計算シ ト 2    録等」タブ→「Ⅲ-5)」 灰色セル 「0」

「1」で 力 

⇒ 書面で書 れ アセ メントとプランがあり(別々 書式あ  は同じ書式でも可)、プランがアセ メ

ント(好み、ニ ズ、職歴) 内容 基づ    場合 「1」 

⇒ アセ メントとプラン  ずれ がな 、あ  はプランがアセ メント 内容 基づ   な  「0」 

④タブ右側 計算結果       得点 み  赤色セル  
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III-6 職場開拓-頻繁な雇 担当窓口 ハロ ワ クや企業担当  と コンタクト 

各 ES が週に累計 1

回以下行っ    

各ＥＳが週に累計 2

回以上行うが、記録を

行っていない 

各 ES 週に累計 4 回行

 、  パ バイザ  よ

っ 毎月モニタリングで

きるよう記録     

各 ES が週に累計 5 回

行 、  パ バイザ  

よっ 毎週モニタリングで

きるよう記録している 

各 ES が週に累計 6 回以

上行 、  パ バイザ 

 よっ 毎週モニタリング

できるよう記録     

1 2 3 4 5 

 タンダ ド 

・それぞれ      ペシャ  トは、求職  ち  め 、雇 担当窓口と、毎  よう  面でコ

ンタクト 取     1名    複数回 コンタクトもあり  (ES 人あ り コンタクト数  

 よそ 平均)。 

・     ペシャ  トは、ハロ ワ ク、企業や 業主と コンタクト  録す  め 、職場開拓 

 録 す 。 

情報源 
・  パ バイザ と     ペシャ  トへ インタ ュ  

・   録・職場開拓 録・活動報告書など 参照  

評価ガイド 

 質問   

※インタ ュ 内容と 際  録 内容 相違があれば、 録 参照後 追加  尋ね 。 

※この項目は職場開拓に関する項目であるため、定着支援を目的としたコンタクトは含まれない 

 質問   

・「雇 担当窓口とコンタクト頻 は、ど く  です ？」 

・「ES  活動  録はあります ？ そ  録 みせ くれます ？」 

・「  パ バイズ 活 され  ます ？」 

 

 

III-7 職場開拓-雇 主 企業担当  と コンタクト 質 

 タンダ ドで挙げ れ 4項目 ⅰ～ⅳ     ； 

該当す 項目がな  

雇 主とほぼ会わな  
  該当す    該当す    該当す  4  該当す  

1 2 3 4 5 

 タンダ ド 

□ ⅰ．     ペシャ  トは、雇 主 ニ ズ 理解す よう  とめ 。 

□ ⅱ．IPS型    は雇 主    も       でき こと 伝え 。 

□ ⅲ．     ペシャ  トは、    ｽﾄﾚﾝｸﾞｽが雇 主 ニ ズ 合うこと 説明す  

□ ⅳ．     ペシャ  トは、複数回 訪問 通  、雇 主と 関係 構築す 。 

情報源 ・     ペシャ  トへ インタ ュ  

評価ガイド 

 質問   

こ 項目は、職場開拓 目的と  雇 主と コミュニ  ションや   測定す こと 目的と   

り、定着   目的と  雇 主と コミュニ  ションや      は聞   ません。 

※ES が    仕 応募時以外 、雇 主 企業担当  とめっ   面で会わな 場合は、i

～ⅳ満     も      得点は「1」 

(質問 ) 

・「ESは、   本人や家族以外 人    ます ？」 

・「ESは、雇 主    ど ようなアプロ チ  ます ？」 

・「ESは、雇 主と、  、そ  ど く   頻 で  面で 会 ます ？」 

・「ESは、応募時や面接時意外 雇 主と会う頻 は、ど 程 です ？」 
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III-8 職場開拓 多様性 

直近 15件 過去 1        職    、異な 種類 仕        は； 

  %未満 

  ト    5名未満 
  ～  % 6 ～6 % 7 ～84% 8 ～   % 

1 2 3 4 5 

 タンダ ド      ペシャ  トは、   が異な 種類 仕     よう  す 。 

情報源 ・      「   2 直近   先  ト」 インタ ュ 不要  

評価ガイド 

 質問   

①「JiSEF     _計算シ ト」→「   2 直近   先  ト」タブ→「  員  欄」→「  ト 

   合計」、「職種 数 重複    除く 」、「企業 数 重複    除く 」 薄緑色セル  それ

ぞれ 数値  力 

②「職種 数 重複    除く 」    、必要 応じ 、別添 「厚生省職業分類    す  

③「計算シ ト 1      」タブ→「計算結果」→「Ⅲ-8)」→「      得点」 赤色セル  得点表示 

 

 

※仕事の種類の割合に関係なく、事前調査表 4（直近の就労者リスト）に記載される就労者数が 5 名未

満の場合は「1」（計算シートで自動的に計算） 

 

 

 

III-9 雇 主 多様性 

直近 15件 過去 1        職    、異な 種類 企業・会社       は； 

  %未満 

  ト    5名未満 
  ～  % 6 ～6 % 7 ～84% 8 ～   % 

1 2 3 4 5 

 タンダ ド 
     ペシャ  トは、   が多様な企業や雇 主   仕     よう  す。 

※自営業は含めな 。 

情報源 ・      「   2 直近   先  ト」 インタ ュ 不要  

評価ガイド 

 質問   

①「JiSEF     _計算シ ト」→「   2 直近   先  ト」タブ→「  員  欄」→「  ト 

   合計」、「職種 数 重複    除く 」、「企業 数 重複    除く 」 薄緑色セル  それ

ぞれ 数値  力 

②「計算シ ト 1      」タブ→「計算結果」→「Ⅲ-9)」→「      得点」 赤色セル  得点表示 

 

※企業の種類の割合に関係なく、事前調査表 4（直近の就労者リスト）に記載される就労者数が 5 名未

満の場合は「1」（計算シートで自動的に計算） 
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III-10  般雇  

昨      績    、 般雇  仕        は； 

6 %未満あ  は 

１ 以内    5名未満 
6 ～74% 7 ～84% 8 ～ 4%   ～   % 

1 2 3 4 5 

 タンダ ド 

・ 般雇 とは、ハロ ワ ク等で紹介され 最低賃金以上  般求人と障害 求人 指す。自

営業、派遣や季節 働も 般雇  含め 。 

・最低賃金が 払われ   も、特 子会社や  継続 A型 ような１  会社やあ 部署 障

害  集め 指導員的立場  タッ が管理す ような職場は目標と な 。 

※上     は、本人 選択と  、ま  カバ   過程と  否定す も ではな 。   、

IPS型  ではソ シャル・インクル ジョン 社会的包摂  重要視 、 般市民と共 働く職

場  般雇 と  目標とす 。 

情報源 ・      「   1 機関   率」 インタ ュ 不要  

評価ガイド 

 質問   

「JiSEF     _計算シ ト」→「計算シ ト 1      」タブ→「計算結果」→「Ⅲ-10)」 

→「      得点」 赤色セル  得点表示 

 

※一般雇用の割合に関係なく、事前調査表 1（機関の就労率）における就労者全数（就 A・

特例抜き）が 5 名未満の場合は「1」（計算シートで自動的に計算） 
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III-   個別され 継続   

評価ガイド 示され チェックボック  大  ✔が く項目が； 

 項目  項目  項目  項目 4 項目 

1 2 3 4 5 

 タンダ ド 

ⅰ.   は、仕 、    好み、職歴、ニ ズなど 基づ  、仕  す  め 異な 種類  

  受  。異な 種類   とは、精神保健福祉     薬 変更、社会技能訓練、励

ま   関わ チ ムメンバ 、家族、友人、同僚、     ペシャ  ト 含む、さまざまな

人々 よっ   され 。 

ⅱ．     ペシャ  トは、    要望 より、雇 主 も     す    教育的な

情報、仕 上 便宜 。 

ⅲ．     ペシャ  トは、キャ ア開発、すなわち教育   、より魅力的な仕 、ま はより望

ま  職務 関  も、     す 。 

情報源 ・   録等 インタ ュ 不要  就労後の記録のみだけで得点付けしてください 

評価ガイド 

 質問   

①  中 7     録  、 タンダ ド i～ⅲ   状況   で確認 

（対象：継続支援/卒業：B.就労後 6 ヵ月以内 4 ケース、C.6 ヵ月以上 3 ケース） 

 

□様々な場所で 継続        7    うちで下記 3 つ以上  績あり  

□a. 業所内、□b.職場、 □c.自宅、 □d.自宅や職場近く   喫茶店 、 

□e.電話/mail、□f.そ 他                     

 

□様々な人へ      7     うちで下記 3 つ以上  績あり  

□a.本人、□b.雇 主、□c.同僚、□d.上司、□e.家族、□ｇ.そ 他           

 

□様々な人        7    うちで下記 4 つ以上  績あり  

□a.ES、□b.CMer、□c.ピア タッ 、□d.主治医 診察・書類作成以外 、 

□e.他 プロ ェッショナル、□f.同僚、□g.上司、□h.家族、□i.友人、 

□h.そ 他                     

 

□様々な  ・精神保健福祉     7     うちで下記 5 つ以上  績あり  

□a.薬 変更、□b.診察同行、□c.医療的身体管理・相談、□d.社会的技能訓練、 

□e.励ま ・ 々 相談、□f. トレ マネ ジメント、□g.余暇活動  、 

□h. 人間関係 悩み、□i.社会保障 関す カウンセ ング よび届 出等   、 

□j.金銭管理 関す   、□k勤務時間/ 数・勤務体制     相談 

□l.キャ ア 関す 相談・転職・進学等 情報   

□m.そ 他                     

※小さなチェクボック は、7      録で 回でも  があれば、☑ 

②「JiSEF     _計算シ ト」→「計算シ ト 2    録等」タブ→「Ⅲ-11)」 灰色セル 

各小項目 a,b,c…  確認でき 場合 「1」 あり   力 

③タブ右側 計算結果       得点 み  赤色セル  
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III-12  限 な 継続   

 タンダ ドで挙げ れ 4項目 ⅰ～ⅳ     ； 

全く     な                 4     

1 2 3 4 5 

 タンダ ド 

□ⅰ．     ペシャ  トは、   が仕  始め 1週間 以内、仕  始め 3 以内、

仕  始め 最初 1 ヶ は毎週   と 面でコンタクト 取 （計算シート 2） 

□ⅱ．ま 、   が安定  仕  継続    場合も、希望があれば、平均で 1 間以上は毎

    と会う。   が安定  仕  継続    場合は、  継続 関す    減

    く 

□ⅲ．     ペシャ  トは、   が失業  こと 知っ  、3 以内 コンタクト 取  

□ⅳ．     ペシャ  トは、    雇 継続  めだ ではなく、退職  め   や転職

 関す   も行う。休職・復職   も行う。 

情報源 
・   録等 → i  判断 

・     ペシャ  トと  パ バイザ へ インタ ュ  → ii～iv  判断 インタ ュ 必要  

評価ガイド 

 質問   

上 i     ； 

①4      後 6 ヵ 以内     録 み  

② 録内で、「   が仕  始め 1週間 以内」、「   が仕  始め 3 以内」、「  

 が仕  始め 最初 1 ヶ は毎週」  面コンタクト数 数え  

③「JiSEF     _計算シ ト」→「計算シ ト 2    録等」タブ→「Ⅲ-12)」 灰色セル 

「0」「1」で 力 

⇒それぞれ 項目で 面コンタクトあり 「1」、 面コンタクトな  「0」 

④タブ右側 計算結果       得点 み  赤色セル  

 

(質問 ) 

・「   が    あと、ど ようなタイミングで   と合 ます ？ど ようなタイミングで     

連絡があります ？」 

・「   が    後も   続 ます ？ま   中    と会う頻 や、   減    く

目安 時 などがあれば、教え くださ 。」 

・「   が失業  場合 は、ど よう それ 把握 ます ？」 

・「    退職  や転職  め     ます ？何 工夫はあります ？」 
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III-13 地域ベ        

     ペシャ  トがオ   以外 場所で働く は勤務時間 ； 

  %未満   ～  % 4 ～4 %   ～64% 6 %以上 

1 2 3 4 5 

 タンダ ド 

・関係づくり、求職活動、 ォロ アップ  など 職業    は、すべ       ペシャ  ト よ

っ オ    中ではなく、普通 地域 中で  され 。 

＊精神障害    と     時間 内であ が、動きと  は障害 間 差はな とみなす。 

＊出先 屋内でもオ   外   。 

情報源 ・         3  タッ 配置  インタ ュ 不要  

評価ガイド 

 質問   

「JiSEF     _計算シ ト」→「計算シ ト 1      」タブ→「計算結果」→「Ⅲ-13)」 

→「      得点」 赤色セル  得点表示 

 

  

III-14 コンタクトが取れなくなっ    へ アプロ チ～積極的関係づくりとアウト  チ～ 

 タンダ ドで挙げ れ 5項目 ⅰ～ⅴ     ； 

全く     な  

あ  は i  み   
ⅰとⅱ    ⅰ、ⅱ、ⅲ    

ⅰ、ⅱ、ⅲ よび 

ⅳあ  はⅴ    
ⅰ～ⅴ全     

1 2 3 4 5 

 タンダ ド 

□ⅰ． 定 間 経過や   が約束ど り 時間や場所 現れな こと 理由      

    終了 な 。 

□ⅱ．   が精神症状 影響で外 出 れなくなっ り、外部と 交流 持ち くくなっ りす こ

ともあ  で、  チ ム メンバ は自宅や    住む地域 複数回訪問す 。 

□ⅲ．     ペシャ  ト よ    関す アウト  チ 終了す 場合 は、   がもは

や仕  す 意欲がな 、あ  は IPS型     継続す  もりがな こと 明確 す

 。 

□ⅳ．   と 関係づくりと上  ようなアウト  チは、チ ム メンバ  よっ 行われ、これ  

アウト  チ  は確   録 残され 。 

□ⅴ．必要があ 場合は、家族とも  わり も 。 

情報源 ・管理    パ バイザ  と     ペシャ  トへ インタ ュ  

評価ガイド 

 質問   

※ⅰ←ⅱ←ⅲ←ⅳ、ⅴ 順で重み付 あり 

 

 質問   

・「     終了 関  、基準や規定はあります ？」 

・「   が 業所 来なくなっ 場合 、ど ようなアプロ チ  ます ？」 

・「自宅訪問など     場合、 録はど よう    ます ？」 

・「家族と   わり 持 ことはあります ？ど ような       行っ  ます ？」 
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JiSEF & IPS-25 スコアシート 

機関名                時                 員                    

 タッ 配置 JiSEF  コア 

1    ロ ド  

2      ペシャ  ト  

3      ペシャ  ト   す       

小計  

組織  

1 精神保健  と     統合 組織構造   

2 精神保健  と     統合 連携 質   

3      ペシャ  トと職業 ハ    ション       タッ と 連携  

4     ユニット      ペシャ  ト チ ム   

5     ユニット   パ バイザ  役割  

6 除外基準な   

7 機関が 丸となっ      般雇  現 重点的 取り組む  

8 経営陣が 助付雇    す   

小計  

    内容  

1 社会保障 関す 個別相談   す   

2 障害 開示  

3 職業的アセ メント  

4  般雇   め 迅速な求職活動  

5 個別化され 求職活動  

6 職場開拓―頻繁な雇 担当窓口と コンタクト  

7 職場開拓―雇 主 企業担当  と コンタクト 質  

8 職場開拓 多様性  

9 雇 主 多様性  

10  般雇   

11 個別され 継続    

12  限 な 継続    

13 地域ベ         

14 コンタクトが取れなくなっ    へ アプロ チ―積極的関係づくりとアウト  チ  

小計  

合計  

AI1 疾病管理、悪化防止 関す      医療    と 統合   

AI2 包括的な生活    

AI3 職業上 希望 アセ メント  

AI4 職場    互恵的な関係構築     

AI5 職場定着 向  、自己分析・機能向上 補助的    
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機関の良いところ/ストレングス 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

 

取り組むことができる課題 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

 


